
（　　）58（偕行　令和 6 年 5・6 月号）花だより・つどい

簡
単
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
作
成
で
き
る

　グ
ー
グ
ル
サ
イ
ト
の
紹
介

長
崎
偕
行
社

　

長
崎
偕
行
社
副
会
長　

山
口
豊
治　

陸
自
72

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
情
報
の
提
供
・
共
有
に

と
っ
て
は
、
非
常
に
有
効
な
手
段
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
サ
イ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

作
成
ツ
ー
ル
は
、
有
料
・
無
料
各
種
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、グ
ー
グ
ル
社
か
ら
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
の
機
能
を
強
化
し
た
ツ
ー
ル
「
グ
ー
グ

ル
サ
イ
ト
」
が
新
た
に
更
新
（
令
和
5
年
1
月

30
日
）
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

そ
の
特
徴
等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

1　

長
所

⑴　

無
料（
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
の
契
約
が
不
要
）

か
つ
無
制
限
で
い
く
つ
も
サ
イ
ト
が
作
成
で
き
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
た
め
の
ソ
フ
ト
の
利
用

が
で
き
る
。

⑵　

作
成
が
簡
単

※　

作
成
に
際
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専
用
の
H
T

M
L
や
C
S
S
言
語
な
ど
の
専
門
知
識
が
不
要

⑶　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に「
グ
ー
グ
ル
サ
イ
ト
」

に
関
す
る
情
報
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

※　

情
報
が
利
用
す
る
「
グ
ー
グ
ル
サ
イ
ト
」

版
に
対
応
し
て
い
る
か
確
認
が
必
要

⑷　

作
成
の
特
徴

ア　

共
同
で
作
成
・
編
集
が
可
能

※　

作
成
権
限
者
（
オ
ー
ナ
ー
）
が
、
他
の
人

と
共
同
で
作
成
・
編
集
す
る
こ
と
を
許
可
す
れ

ば
リ
モ
ー
ト
で
編
集
作
業
が
可
能

イ　

サ
イ
ト
の
公
開

ア　

ア
ク
セ
ス
権
の
あ
る
ユ
ー
ザ
ー
の
み
が
閲

覧
が
可
能
な
の
で　

閲
覧
者
を
限
定
で
き
る
。

イ　

作
成
権
限
者
（
オ
ー
ナ
ー
）
は
公
開
・
非

公
開
が
可
能

⑸　

閲
覧
の
制
限
が
可
能

2　

欠
点

　

凝
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
出
来
な
い
。

※　
一
般
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
見
劣
り
は
し
な
い
。

3　

公
開
の
対
象

　

一
般
向
け
及
び
限
定
し
た
会
員
向
け
（
例
：

サ
ー
ク
ル
等
の
会
員
向
け
、個
人
の
趣
味
な
ど
）

等
と
使
い
分
け
が
可
能
。

4　

そ
の
他

　

偕
行
社
は
新
年
度
か
ら
陸
修
偕
行
社
に
な
り

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作

成
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

グ
ー
グ
ル
サ
イ
ト
作
成
の
参
考
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
数
多
く
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
グ
ー
グ
ル
の
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
さ
れ
る
の
が
お
勧
め
で
す
。

　

私
も
「
グ
ー
グ
ル
サ
イ
ト
で
の
H
P
作
成
の

参
考
」（https://sites.google.com

/view
/

m
akegsitehint

）
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、

も
し
よ
ろ
し
か
っ
た
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
説
明
は
公
開
し
て
い
ま
す
の
で

著
作
権
に
抵
触
し
な
い
よ
う
に
文
章
だ
け
で
記

述
し
ま
し
た
の
で
わ
か
り
づ
ら
い
と
こ
ろ
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

グ
ー
グ
ル
サ
イ
ト
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成

さ
れ
る
際
疑
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
会
議
ア
プ
リ
や
リ
モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス

な
ど
で
個
別
に
対
応
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
説

明
に
画
像
や
ア
イ
コ
ン
が
必
要
な
場
合
は
、
そ

の
箇
所
を
、
画
像
等
を
使
用
し
た
説
明
を
作
成

し
、
メ
ー
ル
で
著
作
権
に
抵
触
し
な
い
私
信
資

料
と
し
て
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
写
真
処
理
（Photoshop

）・
画
像

処
理
（Fireworks

）（Illustrator

）・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
（Dream

weaver

）
で
作
成
し
、

サ
イ
ト
の
利
用
を
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
契
約
し
て

作
成
し
た
現
長
崎
偕
行
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.ne.jp/asahi/hino/tora/

）

を
ご
参
考
ま
で
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

︻
参
考
︼

　

作
成
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
状
況

の
把
握
に
つ
い
て

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
と
、
公
開
し
て

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
状
況
が
気
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
場
合
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
U
R
L
を
「
ク

ル
ク
ル
Q
R
コ
ー
ド
」
で
作
成
す
れ
ば
、
次
の

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

・
Q
R
コ
ー
ド
で
読
み
取
ら
れ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ア
ク
セ
ス
状
況
を
指
定
し
た
期
間
の
グ
ラ

フ
で
簡
単
に
確
認
で
き
る
。
同
時
に
ア
ク
セ
ス

地
域
（
市
町
村
迄
）
位
置
情
報
も
確
認
で
き
る
。

・
ま
た
文
字
も
Q
R
コ
ー
ド
化
で
き
ま
す
。
Q

R
コ
ー
ド
に
収
納
で
き
る
文
字
数
（
英
数
字
で

最
大
4
2
9
6
文
字
、漢
字
1
8
1
7
文
字
）

可
能
で
き
ま
す
。

※
「
ク
ル
ク
ル
Q
R
コ
ー
ド
」
は
、
株
式
会
社

デ
ン
ソ
ー
の
子
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
が
開

発
し
た
情
報
読
取
り
技
術
で
無
料
で
利
用
で
き

ま
す
。
細
部
は
、「
ク
ル
ク
ル
Q
R
コ
ー
ド
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

解
説
し
て
あ
り
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

3
・
4
月
号
の
「
火
箱
コ
ラ
ム
」
で
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

（
正
）
日
露
戦
争
（
1
9
0
4
年
）

（
誤
）
日
露
戦
争
（
1
9
2
4
年
）

　

謹
ん
で
お
詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■
世
界
の
動
き

2
月

1
日　

E
U
臨
時
首
脳
会
議
で
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
4
年
間
で
5
0
0
0
億
ユ
ー
ロ
（
約

8
兆
円
）
の
支
援
で
合
意

2
日　

米
軍
が
シ
リ
ア
と
イ
ラ
ク
の
親
イ

ラ
ン
武
装
組
織
の
拠
点
を
空
爆
（
1
月
28

日
の
報
復
。
3
日
イ
ラ
ン
外
務
省
が
主
権

偕
行
軍
事
情
勢

（
2
月
~
3
月
）
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